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子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

八
月
二
十
三
日
『
恒
例
の
第
 

八
回
金
田
町
子
ど
も
会
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
が
、
炎
暑
を
吹
き
 

飛
ば
し
、
金
田
小
・
中
学
校
の
 

運
動
場
を
会
場
と
し
て
、
町
内
 

一
子
ど
も
会
二
十
五
チ
ー
ム
の
参
 

加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

前
日
は
悪
天
候
で
開
催
が
危
 

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
・
当
日
は
次
 

第
に
天
気
も
恢
復
し
、
午
後
に
 

は
真
夏
に
も
ど
っ
た
よ
う
で
し
 

た
が
、
育
成
会
の
方
々
の
熱
心
 

な
声
援
の
中
で
、
各
チ
ー
ム
と
 

も
元
気
い
っ
ぱ
い
、
好
プ
レ
ー
 

を
展
開
し
ま
し
た
が
。
中
で
も
 

小
さ
な
小
学
生
た
ち
が
、
自
分
 

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
真
剣
』
に
守
 

り
、
チ
ー
ム
の
大
き
な
力
と
な
 

っ
て
活
動
し
て
い
る
姿
は
、
応
 

援
の
大
人
の
方
も
大
い
に
学
ぶ
 

面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
 

ょ
う
か
。
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
競
技
 

で
あ
る
以
上
、
勝
つ
こ
と
が
目
 

標
で
あ
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム
編
 

成
の
申
し
合
せ
や
、
試
合
の
ル
 

ー
ル
を
よ
く
守
り
、
真
撃
に
プ
 

レ
ー
を
行
う
こ
と
が
よ
り
大
切
 

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
 

、
の
よ
う
な
行
事
に
参
加
す
る
と
 

中

央

公

 民

館

 

標
に
、
子
ど
も
た
ち
ど
う
し
が
 

話
し
あ
い
、
練
習
を
積
み
重
ね
 

る
と
こ
ろ
に
、
お
互
い
の
気
持
 

が
と
け
あ
い
、
一
致
協
力
の
精
 

神
が
養
わ
れ
、
子
ど
も
会
活
動
 

の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

今
年
の
大
会
も
育
成
会
の
方
 

々
の
熱
心
な
御
尽
力
と
、
子
ど
 

も
た
ち
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
有
、
 

意
義
に
、
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
 

し
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。
 

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
 

す。 

」 

い
う
だ
け
で
な
く
、
行
事
を
目
 

敬
老
会
御
案
内
 

「 

お
年
よ
り
の
方
を
敬
愛
 

「
し
、
お
慰
め
す
る
た
め
の
、
 

（
昭
和
四
十
六
年
度
金
田
町
敬
 

（
老
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
致
 

（
し
ま
す
o
 

(，
 

婦
人
会
の
方
が
た
の
演
芸
 

、
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
 

、
の
で
、
何
と
ぞ
繰
り
合
せ
御
 

出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
 

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

記
 

日
 
時
 

九
月
十
五
日
 

午
前
九
時
二
十
分
受
付
 

午
前
十
時
開
会
 

午
後
一
時
」
干
分
閉
会
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会
 
場
 

金
田
小
学
校
講
堂
 

な
お
明
治
」
干
四
年
九
月
 

＋
五
日
以
前
に
生
ま
れ
方
 

で
、
案
内
状
が
と
ど
い
て
な
 

い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
 

日
御
遠
慮
な
く
受
付
に
御
申
 

し
出
て
下
さ
い
。
 

金
田
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長
 
大
島
大
郎
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町
 

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
ざ
し
て
 

9
月
 27 

日
か
ら
 10 

月
6
日
ま
で
 

交
通
事
故
は
激
増
ぶ
9
る
自
動
 

車
の
数
と
と
も
に
年
ね
ん
増
加
 

し
、
こ
れ
に
伴
い
こ
ど
も
と
老
 

人
の
交
通
事
故
も
毎
年
の
よ
う
 

に
増
え
て
い
る
ば
か
り
で
憂
慮
 

に
た
え
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
の
 

犠
牲
者
を
少
し
で
も
な
く
す
た
 

め
に
毎
年
春
と
秋
の
二
回
、
交
 

通
安
全
運
動
が
全
国
的
に
行
な
 

わ
れ
、
こ
の
運
動
を
通
じ
て
歩
 

行
者
、
運
転
者
、
運
転
者
の
雇
主
 

そ
の
他
道
路
交
通
に
関
係
の
あ
 

る
す
べ
て
の
も
の
に
交
通
安
全
 

思
想
の
普
及
徹
底
を
は
か
り
正
 

し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
 

慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
 

底
を
は
か
る
と
と
を
目
的
と
し
 

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
秋
の
安
全
運
動
の
目
標
 

は
 

一
、
歩
行
者
事
故
、
特
に
こ
ど
 

も
と
老
人
の
事
故
防
止
 

二
、
飲
酒
運
転
の
絶
滅
 

以
上
を
重
点
目
標
と
し
て
広
く
 

展
開
さ
れ
ま
す
。
 

⑥
歩
行
者
は
 

一
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
 

遠
回
り
で
も
信
且
風
、
横
断
歩
 

道
、
皿
鮮
歩
道
橋
な
ど
を
利
用
 

す
る
こ
と
。
 

二
、
・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
町
民
総
ぐ
る
み
で
御
協
力
を
 

車
の
と
ぎ
れ
を
た
し
か
め
、
必
 

ず
手
を
あ
げ
左
右
の
安
全
を
た
 

し
か
め
て
渡
る
こ
と
。
 

三
、
斜
め
横
断
し
な
い
こ
と
。
 

四
、
走
っ
て
い
る
車
の
す
ぐ
前
 

す
ぐ
後
を
横
断
し
な
い
こ
と
。
 

五
、
歩
道
の
な
い
道
路
は
、
右
 

端
を
歩
く
こ
と
。
 

六
、
老
人
、
子
供
の
安
全
誘
導
 

に
努
め
る
こ
と
。
 

⑥
自
転
車
乗
用
者
は
 

一
、
自
転
者
は
身
体
に
合
っ
た
 

も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
 

一
一
、
二
人
乗
り
を
し
な
い
こ
 

と。 
三
、
左
右
折
等
の
合
図
を
励
行
 

す
る
こ
と
。
 

四
、
左
側
端
の
一
列
進
行
を
励
 

行
す
る
こ
と
。
 

五
、
踏
切
で
は
必
ら
ず
一
時
停
 

止
し
、
安
全
確
認
を
励
行
す
る
 

こ
と
。
 

六
、
飲
酒
し
て
自
転
車
に
乗
ら
 

な
い
こ
と
。
 

⑥
車
輔
運
転
者
は
 

一
、
酒
を
の
ん
だ
ら
絶
対
に
運
 

転
し
な
い
こ
と
。
 

二
、
げ
た
、
ス
リ
ッ
パ
等
を
は
 

い
て
車
輔
を
運
転
し
な
い
こ
 

と。 

・ノ 

三
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
一
時
 

総
 
務
 
課
 

停
止
の
励
行
な
ど
歩
行
者
保
護
 

の
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る
こ
と
。
 

四
『
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
 

無
理
な
追
越
し
、
割
込
み
は
絶
 

対
に
し
な
い
こ
と
。
 

五
、
踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止
 

し
安
全
確
認
を
励
行
す
る
こ
 

と。 
六
、
夜
間
他
の
車
輔
と
行
き
違
 

う
と
き
は
減
光
ま
た
は
下
向
を
 

励
行
す
る
こ
と
。
 

⑥
雇
用
主
、
事
業
主
 

一
、
運
行
管
理
、
安
全
運
転
管
 

理
体
制
を
確
立
し
て
事
故
防
止
 

に
つ
と
め
る
こ
と
。
 

二
、
仕
業
点
検
、
定
期
点
検
を
 

実
施
し
、
整
備
不
良
車
、
措
置
 

不
良
車
の
運
転
を
さ
せ
な
い
こ
 

と。 
三
、
運
転
者
に
対
し
、
法
令
講
 

習
、
事
故
防
止
研
究
会
等
を
実
 

施
し
て
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
 

と
交
通
ル
ー
ル
等
を
体
得
さ
せ
 

る。 
四
、
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
時
に
新
 

聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
そ
の
他
 

で
広
報
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
 

を
中
心
に
、
交
通
事
故
防
止
に
 

つ
い
て
話
し
合
い
を
行
な
う
こ
 

と。 
＠
学
童
・
園
児
は
 

一
、
学
校
、
保
育
所
へ
の
登
下
 

校
は
、
必
ず
き
め
ら
れ
た
通
学
 

路
を
通
る
で
と
。
 

二
、
上
級
生
は
下
級
生
の
模
範
 

と
な
っ
て
正
し
い
通
行
、
一
安
全
 

な
横
断
を
す
る
こ
と
。
 

三
、
道
路
上
で
あ
そ
ば
な
い
こ
 

と。 
四
、
鉄
道
路
線
や
踏
切
で
遊
ば
 

な
い
こ
と
。
 

‘
⑥
そ
の
他
 

一
、
幼
児
の
一
人
歩
き
、
道
路
 

へ
の
と
び
出
し
、
路
上
遊
び
を
 

さ
せ
な
い
こ
と
。
 

二
、
幼
児
と
歩
く
と
き
は
、
幼
 

児
を
車
側
に
出
さ
な
い
よ
う
手
 

を
引
い
て
歩
く
こ
と
、
 

三、 

「
の
ん
だ
ら
の
る
な
、
の
 

る
な
ら
の
む
な
」
を
徹
底
す
る
 

こ
と
。
 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
一
人
 

ひ
と
り
が
守
り
交
通
事
故
を
少
 

し
で
も
な
く
す
よ
う
心
が
け
ま
 

し
レ
r
つ。 

金
田
町
に
お
け
る
今
年
一
月
 

か
・
皇
ハ
月
ま
で
の
交
通
事
故
発
 

生
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

と
、
発
生
件
数
三
三
、
死
者
一
、
 

傷
者
五
三
、
昨
年
同
期
に
比
べ
 

発
生
件
数
で
十
件
増
、
死
者
一
 

名
増
、
傷
者
十
九
名
増
と
な
っ
 

て
お
り
憂
慮
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

本
町
か
ら
交
通
事
故
に
よ
る
 

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人
 

ひ
と
り
が
常
日
頃
か
ら
交
通
安
 

全
に
心
が
け
る
と
共
に
、
こ
の
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
御
協
カ
 

く
だ
さ
い
。
 

、 

農
地
法
改
正
の
概
要
（
1
) 

農
地
法
の
改
正
は
昭
和
四
五
 

年
五
月
八
日
成
立
し
、
十
月
一
 

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
 

回
の
改
正
は
従
来
の
自
作
農
主
 

義
を
踏
え
な
が
ら
、
一
面
貸
付
 

の
動
機
を
促
す
た
め
、
小
作
関
 

係
の
規
制
を
緩
め
借
地
に
よ
る
 

経
営
規
模
拡
大
の
道
を
開
い
た
 

も
の
と
い
え
る
。
次
の
よ
う
に
 

農
地
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
v
 

今
後
皆
様
の
農
業
経
営
に
重
要
 

な
意
味
合
を
持
っ
て
い
る
と
思
 

わ
れ
る
の
で
、
今
回
よ
り
重
要
 

条
文
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
き
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
農
地
法
第
」
系
）
 

農
地
法
第
「
秦
は
、
農
地
ま
 

た
は
、
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
 

所
有
権
を
移
転
し
、
ま
た
は
、
 

地
上
権
、
永
小
作
地
、
質
権
、
 

使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
、
賃
借
 

若
し
く
は
、
そ
の
他
の
使
用
及
 

び
、
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
 

を
設
定
し
、
若
し
く
は
移
転
す
 

農

業

委

員

会

 

る
場
合
の
許
可
条
文
で
あ
る
。
 

ク
改
正
点
β
 

一
、
許
可
権
限
が
大
幅
に
農
業
 

委
員
会
に
移
さ
れ
、
同
一
町
 

村
内
で
の
権
利
の
移
動
に
つ
 

い
て
は
政
令
で
定
め
る
も
の
 

を
除
い
て
所
有
権
な
ど
の
移
 

動
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
 

の
許
可
を
得
る
こ
と
で
足
り
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

二
、
地
主
は
小
作
地
を
、
小
作
 

人
以
外
の
者
に
売
れ
な
か
っ
 

た
こ
と
を
緩
め
、
小
作
人
が
 

同
意
し
た
場
合
に
限
っ
て
、
 

小
作
人
以
外
の
者
に
所
有
権
 

を
移
転
す
る
こ
と
が
出
来
る
 

こ
と
と
な
っ
た
。
 

三
、
今
ま
で
農
地
を
所
有
す
る
 

場
合
、
本
県
で
は
、
二
五
へ
 

ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
者
は
、
 

自
家
労
力
を
主
と
す
る
者
に
 

限
り
、
許
可
出
来
る
こ
と
と
 

さ
れ
て
い
た
が
、
今
後
取
得
 

に
関
す
る
上
限
制
度
が
撤
廃
 

毎
月
一
日
は
交
通
安
全
の
日
で
す
 

部

落

の

歴

史

m

 

序
 

‘ 

1 

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
既
に
御
 

承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和
 

四
七
年
度
に
は
、
中
学
校
の
教
 

科
書
が
、
全
面
的
に
改
訂
に
な
 

り
ま
す
。
そ
の
中
で
社
会
科
 

（
歴
史
）
教
科
書
に
「
部
落
の
 

歴
史
」
が
採
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
 

が
、
中
途
半
端
で
は
、
か
え
っ
 

て
、
今
迄
以
上
に
差
別
事
件
が
 

起
き
る
こ
と
が
、
心
配
さ
れ
ま
 

九
月
の
こ
よ
み
 

（
和
名
 

な
が
づ
き
）
 

田
 

一
日
 

ニ
百
十
日
、
防
災
の
日
 

一
日
 

ガ
ン
制
圧
月
間
 

八
日
 

白
露
 

金
 
九
日
 
菊
の
節
句
 

十
一
日
 

二
百
二
十
日
 

十
五
日
 
敬
老
の
日
 

十
五
日
 
老
人
福
祉
週
間
始
ま
 

る
 

十
七
日
 
金
田
町
育
児
相
談
 

十
九
日
 
家
庭
の
日
 

一
一
十
日
 

秋
社
日
 

ニ
十
日
 
航
空
の
日
 

ニ
十
一
日
 
彼
岸
入
り
 

】
干
一
日
 
動
物
愛
護
週
間
始
 

ま
る
 

二
十
二
日
 
金
田
町
心
配
ご
と
 

相
談
 

二
十
三
日
 
秋
分
の
日
 

二
土
ハ
日
 
彼
岸
明
け
 

中
央
公
民
館
長
 
清
水
 
義
雄
 

す
の
で
、
中
学
校
で
も
「
こ
の
 

歴
史
」
を
、
ど
の
よ
う
に
生
徒
 

に
、
教
え
る
か
に
つ
い
て
、
真
 

剣
に
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
 

様
に
社
会
教
育
の
面
叱
鳴
小
？
 

も、J
部
落
差
別
が
、
い
か
に
い
 

か
か
か
か
か
か
か
加
を
、
町
民
 

の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
 

き
、
一
日
も
早
く
差
別
の
な
 

い
、
平
等
な
美
し
い
社
会
を
き
 

ず
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

・
・
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
が
編
 

纂
し
た
「
部
落
の
歴
史
」
を
町
 

報
に
連
載
す
る
て
と
に
致
し
ま
 

し
た
。
 「

天
は
人
の
上
に
人
を
作
ら
 

ず
、
人
の
下
に
人
を
作
ら
ず
」
 

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
こ
そ
 

私
ど
も
の
希
求
し
て
や
ま
な
い
 

と
こ
ろ
で
す
。
 

一
、
差
別
事
件
を
め
ぐ
っ
て
 

戦
後
現
人
神
（
あ
ら
ひ
と
が
 

み
）
で
あ
っ
た
天
皇
も
、
人
間
 

天
皇
に
な
り
、
貴
族
制
度
も
廃
 

止
さ
れ
、
貴
族
院
も
参
議
院
と
 

変
わ
り
、
小
作
制
度
も
、
農
地
 

改
革
で
原
則
と
し
て
な
く
な
る
 

な
ど
、
世
の
中
が
自
由
、
平
等
 

の
姿
に
帰
っ
た
筈
な
の
に
、
残
 

念
な
こ
と
に
、
部
落
差
別
は
今
 

も
な
お
後
を
た
た
な
い
。
こ
と
 

・
に
結
婚
に
お
い
て
著
し
い
も
の
 

が
あ
り
ま
す
。
興
信
所
や
そ
の
 

他
に
調
査
を
依
頼
し
た
り
、
親
 

兄
弟
が
、
直
接
身
元
調
べ
を
し
 

て
、
極
端
な
場
合
は
、
子
ま
で
 

な
し
た
仲
を
引
き
さ
く
よ
う
な
 

差
別
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
 

ま
た
折
角
一
流
会
社
に
、
採
用
 

が
き
ま
り
な
が
ら
、
部
落
出
身
 

と
い
う
だ
け
で
採
用
が
取
り
消
 

さ
れ
た
例
な
ど
、
沢
山
な
差
別
 

が
現
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
今
ま
で
は
、
比
較
的
 

に
、
下
づ
み
の
民
衆
相
互
の
間
 

で
「
俺
の
方
が
え
ら
い
ぞ
」
と
 

と
い
わ
ん
ば
か
り
に
「
あ
れ
は
 

あ
の
組
、
四
つ
だ
」
 
と
い
う
 

よ
う
な
、
差
別
が
多
か
っ
た
の
 

で
す
が
、
近
頃
で
は
、
知
名
士
 

」
」
い
わ
れ
る
人
や
、
ジ
ャ
ー
ナ
 

リ
ス
ト
の
中
に
も
、
文
章
や
発
 

言
の
中
で
差
別
事
件
を
沢
山
起
 

こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
 

文
章
や
、
発
言
の
内
容
は
、
ま
 

る
で
未
解
放
部
落
だ
け
に
あ
る
 

よ
う
な
印
象
を
一
般
に
与
え
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般
部
 

落
と
の
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
 

な
い
筈
で
す
、
こ
れ
で
は
、
殆
 

ん
ど
の
日
本
人
が
未
解
放
部
落
 

の
問
題
に
い
ま
だ
正
し
い
認
識
 

が
足
り
な
い
証
拠
と
い
わ
ね
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
部
落
の
人
々
に
は
「
朝
 

鮮
人
の
血
が
混
っ
て
い
る
」
と
 

い
う
よ
う
な
か
根
拠
の
な
い
考
 

え
方
を
し
て
い
る
人
女
が
い
ま
 

す
。
昔
日
本
の
文
化
は
、
朝
鮮
 

を
経
で
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
 

が
多
い
の
で
す
。
こ
の
と
と
か
 

ら
、
当
時
は
、
日
本
よ
り
朝
鮮
 

の
方
が
、
文
明
国
で
あ
っ
た
も
 

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
朝
鮮
が
 

日
本
の
植
民
地
と
な
っ
て
か
ら
 

ど
の
よ
う
な
取
扱
を
し
て
来
た
 

か
、
そ
の
た
め
朝
鮮
人
に
対
す
 

る
、
日
本
人
の
お
も
い
あ
が
り
 

が
差
別
と
な
り
、
な
か
な
か
ぬ
 

け
き
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
 

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
朝
鮮
 

人
に
対
す
る
差
別
同
様
、
艶
洛
 

差
別
は
偶
然
お
き
た
も
の
で
は
 

な
く
、
国
家
の
仕
組
や
政
策
、
 

階
級
関
係
の
中
で
作
ら
れ
た
も
 

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

ニ
、
差
別
の
は
じ
ま
り
 

さ
て
、
人
間
が
人
間
を
差
別
 

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
原
始
共
 

産
の
社
会
に
は
な
か
っ
た
は
ず
 

で
す
。
数
千
年
の
昔
、
人
び
と
 

は
お
互
に
力
を
合
せ
て
働
き
、
 

平
等
に
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
の
み
自
然
と
斗
い
、
生
命
を
 

全
う
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
ー
 

た
。
そ
こ
に
は
、
支
配
者
も
、
 

被
支
配
者
も
な
く
、
た
だ
協
同
 

と
公
平
な
分
配
と
い
う
こ
と
だ
 

け
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
 

稲
の
栽
培
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
 

は
食
糧
の
増
産
を
も
た
ら
し
ま
 

し
た
。
そ
こ
に
は
、
当
然
収
穫
 

物
の
分
配
の
不
平
等
と
、
そ
れ
 

か
ら
く
る
支
配
、
被
支
配
の
関
 

係
が
生
れ
ま
し
た
。
村
長
（
む
 

ら
お
さ
）
が
出
現
し
、
奴
隷
を
 

、

ー

ノ

 

つ
く
り
出
し
、
て
？
族
 

族
は
 

富
を
め
ぐ
っ
て
、
斗
い
争
い
合
 

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

日
本
で
は
、
七
世
紀
頃
、
大
 

化
の
改
新
が
お
こ
な
わ
れ
、
国
 

家
が
、
国
家
ら
し
い
体
裁
を
と
 

と
の
え
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
 

中
で
、
は
じ
め
て
法
律
が
攻
障
 

と
し
て
か
か
れ
、
国
民
が
良
民
 

と
賎
民
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
そ
の
後
中
世
に
お
い
 

て
、
貴
族
が
自
己
の
私
有
地
と
 

し
て
「
荘
園
（
し
ょ
う
え
ん
）
」
 

を
つ
く
り
ま
す
。
荘
園
で
農
業
 

を
や
る
た
め
に
は
、
鍬
、
鎌
、
 

《

【

・

1

 

' 

さ
れ
た
。
 

四
、
下
限
面
積
（
三
〇
ァ
ー
 

ル
）
が
引
き
上
げ
ら
れ
取
得
 

後
の
面
積
が
、
五
O
ァ
ー
ル
 

に
達
し
な
い
も
の
は
、
農
地
 

な
ど
の
取
得
は
認
め
な
い
こ
 

と
と
な
っ
た
。
 

五
、
創
設
自
作
地
（
農
地
解
放
 

に
よ
り
払
下
受
け
た
農
地
）
 

の
貸
付
制
限
を
緩
め
農
地
法
 

に
よ
る
売
渡
後
十
年
を
経
過
 

し
な
い
も
の
に
限
っ
て
、
貸
 

付
け
を
原
則
と
し
て
認
め
な
 

い
こ
と
と
な
っ
た
。
 

ー
六
、
遠
距
離
通
作
な
ど
で
効
果
 

的
に
耕
作
さ
れ
な
い
も
の
に
 

つ
い
て
は
農
地
の
取
得
な
ど
 

は
認
め
な
い
こ
と
と
な
っ
 

た。 

七
、
そ
の
他
 

農
地
の
取
得
者
な
ど
が
取
得
 

農
地
を
含
め
、
自
己
の
経
営
 

農
地
す
べ
て
を
耕
作
し
な
い
 

場
合
や
、
取
得
後
自
ら
の
農
 

業
経
営
に
必
要
な
農
作
業
に
 

常
時
従
事
し
な
い
と
認
め
ら
 

れ
る
場
合
「
許
可
さ
れ
な
い
 

こ
と
に
強
化
さ
れ
た
。
 

以
上
次
回
に
は
農
地
法
第
四
 

条
の
改
正
点
を
掲
載
の
予
定
。
 

御
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

金
田
町
教
育
後
援
会
 

金
田
町
長
寿
会
 

大
島
六
郎
殿
 

谷
 
嘉
明
殿
 

御
義
姉
駒
沢
キ
ョ
様
香
典
返
 

御
母
堂
マ
ッ
ノ
様
香
典
返
礼
 

礼
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
 

と
し
て
金
田
小
・
中
学
校
へ
 

へ 

， 

そ
れ
ぞ
れ
御
寄
附
を
い
た
だ
き
 

隈
井
キ
ク
殿
 

ま
し
た
。
御
芳
志
を
厚
く
感
謝
 

御
主
人
隈
井
一
郎
様
香
典
返
 
申
し
上
げ
ま
す
。
 

礼
と
し
て
長
寿
会
へ
 

竹
カ
ゴ
な
ど
の
道
具
が
必
要
で
 

あ
っ
た
が
、
そ
の
仕
事
を
農
民
 

農
奴
に
や
ら
せ
る
と
生
産
が
落
 

ち
る
の
で
、
そ
の
仕
事
に
専
念
 

さ
せ
る
下
級
技
術
者
が
必
要
に
 

な
っ
た
。
ま
た
遠
い
荘
園
か
ら
 

生
産
物
を
屋
敷
ま
で
運
ぶ
た
め
 

の
馬
借
と
称
す
る
運
搬
の
専
従
 

者
も
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ま
 

た
農
作
が
き
つ
い
季
節
に
は
、
 

一
種
の
娯
楽
で
慰
さ
め
る
た
め
 

曲
芸
師
、
声
明
師
を
お
く
必
要
 

が
生
じ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
仕
 

事
を
農
民
、
農
奴
以
外
の
い
わ
 

ゆ
る
「
散
所
」
の
民
に
さ
せ
ま
 

雷
が
な
っ
て
い
る
 

と
き
の
注
意
 

雷
が
落
ち
る
と
大
き
な
被
害
 

を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
 

瞬
間
的
に
十
億
ボ
ル
ト
、
五
千
 

ア
ン
ペ
ア
位
の
電
気
が
流
れ
る
 

た
め
で
、
家
庭
の
電
気
の
百
ボ
 

ル
ト
六
ア
ン
ペ
ア
な
ど
は
比
較
 

に
な
ら
な
い
ほ
ど
強
い
電
気
だ
 

か
ら
で
す
。
 

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
雷
 

に
よ
る
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
 

に
し
て
下
さ
い
。
 

田
 
家
の
中
で
は
な
る
べ
く
部
 

屋
の
中
央
に
体
を
低
く
し
て
し
 

ゃ
が
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
、
 

壁
や
柱
に
よ
り
か
か
っ
て
い
て
 

は
い
け
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
電
 

気
器
具
は
扱
わ
な
い
よ
う
に
し
 

て
下
さ
い
。
 

、 

②
 
町
の
中
で
は
電
柱
か
ら
ー
ー
 

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
こ
と
 

と
、
木
の
下
で
は
雨
宿
り
し
な
 

い
こ
と
で
す
。
近
く
に
家
が
あ
 

し
た
。
生
産
性
を
よ
り
高
め
る
 

た
め
に
農
民
以
外
の
人
達
を
賎
 

民
と
し
て
取
扱
っ
た
と
い
え
ま
 

し
ょ
う
。
こ
れ
は
近
世
に
お
け
 

る
封
建
社
会
形
成
後
の
部
落
間
 

題
を
み
る
と
き
も
忘
れ
て
は
な
 

ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
 

だ
は
っ
き
り
し
て
お
か
ね
ば
な
 

ら
ぬ
こ
と
は
、
こ
れ
ら
賎
民
の
 

制
度
と
今
日
の
部
落
問
題
は
別
 

問
題
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
 

こ
と
は
同
和
対
策
審
議
会
答
申
 

で
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
 

す。 

（
次
回
に
つ
づ
く
）
 

れ
ば
、
中
に
入
っ
て
雷
が
遠
ざ
 

か
る
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。
 

⑧
 
山
、
野
原
、
海
岸
で
は
、
 

土
手
、
岩
角
、
岡
の
上
は
落
雷
 

し
ゃ
す
い
の
で
立
た
な
い
こ
と
 

が
大
切
で
す
。
 

金
属
類
に
は
落
雷
し
ゃ
す
い
 

の
で
カ
サ
な
ど
は
手
に
持
た
な
 

い
よ
・
プ
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
九
州
電
力
）
 

タパコは 

町内で買いましょう 

税務課 

あ
な
た
の
買
わ
れ
た
タ
バ
コ
 

二
十
本
で
十
三
円
の
町
税
収
入
 

と
な
り
ま
す
。
タ
バ
コ
は
町
内
 

で
買
い
ま
し
ょ
う
。
 

（
今
月
の
納
税
）
 

国
定
資
産
税
 
第
」
珂
分
 

・ 

（
税
務
課
）
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稲
転
の
ピ
ー
マ
ン
裁
培
を
見
る
 

反
当
り
収
量
四
f
、
平
均
価
 

価
毎
当
五
十
円
で
反
当
h
取
益
 

二
十
万
円
、
共
同
販
売
を
目
標
 

と
し
て
当
町
に
於
い
て
八
十
五
 

ア
ー
ル
ピ
ー
マ
ン
が
栽
培
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
完
全
共
同
育
苗
で
 

」
耳
中
旬
播
種
、
四
月
下
旬
鉢
 

上
げ
、
五
月
下
旬
本
田
反
当
り
 

一
、
八
〇
〇
本
定
植
と
作
業
は
 

順
調
に
進
み
、
七
月
中
旬
初
出
 

荷
と
な
h
丑
（
同
販
売
で
北
九
州
 

合
同
青
果
市
場
に
出
荷
し
、
そ
 

の
後
隔
日
出
荷
を
続
け
て
い
ま
 

す
が
、
市
場
で
も
田
川
で
こ
ん
 

な
立
派
な
ピ
ー
マ
ン
が
で
き
る
 

の
か
と
驚
嘆
し
て
お
り
、
そ
の
 

商
品
と
し
て
の
優
秀
さ
を
認
め
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

・ 

こ
の
ピ
ー
マ
ン
栽
培
体
系
 

は
、
七
、
八
月
は
価
格
が
比
較
 

的
安
く
、
九
月
か
ら
十
月
一
杯
 

の
高
価
の
時
期
に
出
荷
す
る
の
 

勧
 
業
 
係
 

が
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
 

す
が
、
既
に
盆
前
で
平
均
し
て
 

三
〇
〇
箱
、
五
句
入
ダ
ン
ボ
ー
 

ル
で
出
荷
し
、
概
算
収
益
を
少
 

し
上
回
る
位
の
売
上
げ
を
見
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
ま
ま
順
調
に
出
荷
が
続
 

く
な
ら
、
反
当
り
三
十
万
か
ら
 

四
十
万
円
の
収
益
も
夢
で
は
な
 

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
悲
し
い
 

か
な
疫
病
が
発
生
し
、
防
除
の
 

か
い
も
な
く
次
々
と
枯
死
し
て
 

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
当
初
目
 

標
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
 

の
疫
病
発
生
の
最
大
の
原
因
 

は
、
周
辺
が
水
田
の
た
め
地
下
 

水
位
が
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
 

こ
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
ほ
場
の
 

選
定
に
問
題
が
あ
っ
だ
よ
う
で
 

す
し
、
現
在
で
は
こ
れ
が
対
策
 

を
鋭
意
検
討
中
で
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
生
産
者
は
、
 

こ
の
失
敗
に
も
負
け
ず
日
夜
努
 

力
し
、
来
年
は
ほ
場
の
選
定
を
 

厳
重
に
し
、
で
き
れ
ば
単
年
度
 

交
換
分
合
な
ど
行
な
い
、
集
団
 

的
に
栽
培
し
、
病
害
を
回
避
す
 

る
と
共
に
面
積
を
拡
大
し
た
い
 

と
、
早
く
も
来
年
度
ピ
ー
マ
ン
 

作
り
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
 

す。 最
後
に
町
当
局
、
農
協
指
導
 

部
と
も
産
地
育
成
、
価
格
安
定
 
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
 

対
策
か
ら
も
、
来
年
度
栽
培
目
 
い
こ
と
は
農
協
か
役
場
勧
業
係
 

標
を
三
町
歩
と
し
て
お
り
ま
す
 
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

の
で
、
熱
意
あ
る
農
家
の
希
望
 

派
出
所
、
駐
在
所
位
置
標
示
板
 

に
標
示
す
る
マ
ー
ク
の
募
集
 

田
川
警
察
署
 

一
、
課
題
 
派
出
所
、
駐
在
所
 

の
位
置
を
明
示
す
る
た
め
の
 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
。
 

（
県
民
 

の
警
察
、
親
し
ま
れ
る
派
出
 

所
を
象
徴
し
た
も
の
）
 

二
、
趣
旨
 
派
出
所
、
駐
在
所
 

は
、
外
動
警
察
官
の
活
動
の
 

拠
点
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
 

が
、
広
告
物
の
は
ん
ら
ん
、
 

所
在
場
所
の
不
適
当
な
ど
の
 

た
め
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
 

る
赤
色
灯
で
は
識
別
が
容
易
 

で
な
く
公
衆
接
遇
上
支
障
を
 

き
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
 

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
改
善
 

方
策
と
し
て
、
見
と
お
し
の
 

よ
い
道
路
上
に
標
示
板
を
設
 

『
年
金
だ
よ
り
』
 

昭
和
三
十
六
年
国
民
皆
年
金
 

の
一
翼
を
に
な
っ
て
国
民
年
金
 

制
度
が
発
足
し
、
ち
ょ
う
ど
十
 

年
を
経
過
し
待
望
の
「
十
年
年
 

金
」
と
い
わ
れ
る
運
び
と
な
り
 

ま
し
た
。
関
係
者
の
熱
意
と
努
 

力
に
よ
っ
て
創
設
期
に
お
け
る
 

幾
多
の
困
難
を
乗
り
こ
え
、
順
 

調
な
発
展
を
と
げ
て
ま
い
り
、
 

本
町
に
お
い
て
は
今
年
か
ら
 

「
十
年
年
金
」
を
受
け
ら
れ
る
 

人
は
、
百
三
十
名
を
数
え
ま
 

す。 

2

年

金

係

ー

 

こ
の
「
十
年
年
金
」
の
支
給
 

開
始
を
記
念
し
て
去
る
七
月
一
一
 

十
日
北
九
州
市
に
お
い
て
老
令
 

年
金
支
給
開
始
記
念
式
典
が
挙
 

行
さ
れ
、
優
良
組
織
に
は
社
会
 

保
険
庁
長
官
感
謝
状
、
県
知
事
 

感
謝
状
の
贈
呈
、
ま
た
年
金
受
 

給
権
者
に
は
年
金
証
書
の
伝
達
 

が
取
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
本
町
に
お
い
て
は
、
金
田
 

町
婦
人
会
町
二
支
部
に
は
社
会
 

保
険
庁
長
官
感
謝
状
、
町
四
支
・
 

部
に
県
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
 

、
 

れ
ま
し
た
こ
と
を
こ
と
に
披
露
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
 

た
、
八
月
に
支
給
さ
れ
る
第
一
 

回
目
の
受
給
権
者
五
名
に
対
し
 

て
年
金
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
 

た
。
長
い
間
の
保
険
料
納
付
ご
 

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
 

の
将
来
に
お
け
る
「
み
の
り
」
 

が
約
東
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
 

い
ま
す
。
こ
の
記
念
大
会
を
契
 

機
と
し
て
、
福
蕉
打
政
の
中
核
 

を
占
め
る
国
民
年
金
事
業
の
発
 

展
充
実
の
た
め
、
関
係
各
位
の
 

い
っ
そ
う
の
御
理
解
と
御
尽
力
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

感
謝
状
 

金
田
町
婦
人
会
町
二
支
部
殿
 

貴
婦
人
会
は
、
国
民
年
金
の
 

実
施
に
あ
た
り
、
常
に
積
極
的
 

夢
お
「
に
』
 

に
そ
の
事
業
の
推
進
に
協
力
さ
 

れ
本
制
度
の
発
展
に
多
大
の
寄
 

与
を
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
こ
 

こ
に
そ
の
御
努
力
に
対
し
感
謝
 

の
意
を
表
し
ま
す
。
 

昭
和
四
土
ハ
年
七
月
二
十
日
 

社
会
保
険
庁
長
官
 
伊
藤
英
男
 

感
謝
状
 

金
田
町
婦
人
会
町
四
支
部
殿
 

貴
婦
人
会
は
国
民
年
金
制
度
の
 

推
進
に
あ
た
り
、
卒
先
し
て
そ
 

の
運
営
に
協
力
さ
れ
本
制
度
の
 

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
よ
 

っ
て
こ
こ
に
拠
出
制
老
令
年
金
 

支
給
開
始
記
念
大
会
に
あ
た
り
 

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
 

昭
和
四
土
ハ
年
七
月
二
干
日
 

福
岡
県
知
事
 
亀
井
光
 

置
し
て
、
派
出
所
、
駐
在
所
の
 

所
在
場
所
を
明
確
に
教
示
し
 

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

三
、
規
落
 
縦
四
〇
m

×
横
四
 

〇
m

の
画
用
紙
で
三
色
以
内
 

と
す
る
。
 

四
、
資
格
 
福
岡
県
民
で
性
 

別
、
年
令
を
問
わ
な
い
。
 

応
募
数
は
一
人
何
点
で
も
 

可
、
た
だ
し
未
発
表
の
も
の
 

に
限
る
。
 

五
、
締
切
 
昭
和
四
士
ハ
年
九
 

月
ニ
十
日
 

六
、
送
り
先
 
福
岡
市
天
神
一
 

丁
目
一
の
一
 

福
岡
県
警
察
本
部
防
犯
部
外
 

動
課
 

（
電
話
七
四
ー
三
二
三
一
）
 

七
、
審
査
 
警
察
本
部
長
を
審
 

査
委
員
長
と
す
る
委
員
に
よ
 

り
審
査
す
る
。
 

発
表
、
、
発
表
は
各
警
察
署
の
 

掲
示
板
に
掲
示
し
て
行
な
う
 

八
、
表
彰
 

一
席
 

一点 

賞
状
、
記
念
品
（
一
万
円
相
 

当） 

一
一
席
一
一
点
 

賞
状
、
記
念
品
（
五
千
円
相
 

当） 

」
肩
 
三
点
 

賞
状
、
記
念
品
（
二
千
円
相
 

当） 

佳
作
 
十
点
 

記
念
品
（
一
千
円
相
当
）
 

九
、
そ
の
他
 
応
募
作
品
の
版
 

権
は
福
岡
県
警
察
に
帰
属
す
 

る
。
応
募
作
品
の
裏
面
に
応
 

募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
 

職
業
を
明
記
す
る
こ
と
。
 


